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土塁が北側に広がること、土塁
西端部が築造時の形状を留めて
いることが判明

要 約

　水城跡は、『日本書紀』天智天皇３（664）年に築造の記事が見える古代の土塁跡である。
上大利小水城跡は、水城跡と一連の遺構と考えられており、水城跡では遮断しきれない小
規模な谷を塞ぐために築造された小土塁である。
　今回の調査は土塁前面部（北側）の整備事業に先駆けて実施したものである。調査の結果、
土塁が北側に広がるほか、土塁の西端部は築造当時の状態を留めていることが判明した。
こうした成果から、築造当時の土塁は、長さ90ｍ以上、最大幅23ｍ、高さ５ｍに復元できた。
土塁は、下成土塁と上成土塁からなる二段構造で、砂質土と粘質土を互層状に積み上げて
構築していた。外濠は確認できなかったが、湿地状態がつくり出されていたものと考えら
れた。また、土塁西端部には門や道の存在が推定された。
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